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ご
み
の
出
し
方
は
変

わ
っ
て
し
ま
う
の
？

Ｑ
ご
み
集
積
所
へ
の
ご
み
の
出
し
方

は
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
？

Ａ
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
「
可
燃
ご
み
」「
不
燃･

粗
大
ご
み
」

「
資
源
物
」の
出
し
方
は
い
ず
れ
も

こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
す
。

「
可
燃
ご
み
処
理
」「
消
防･

救
急
業
務
」
の

広
域
運
営
が
始
ま
り
ま
す

　

私
た
ち
は
、
都
市
化
や
交
通･

情
報
網
の
発
達
に
伴
い
、
日
常
か
ら
、
自
治
体
の
区

域
を
越
え
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
民
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
、
適
切
に
対
処

す
る
た
め
の
財
政
運
営
に
も
限
り
が
見
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
隣
接
す
る
自
治
体
間
で
共
通
す
る
課
題
等
を
、
連
携
し
て
解
決
し

て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。そ
の
一
つ
と
し
て
、平
成
24
年
度
か
ら
、

ひ
た
ち
な
か
市
と
共
同
で「
可
燃
ご
み
処
理
」と「
消
防･

救
急
業
務
」を
行
い
、
行
財
政

運
営
の
効
率
化
と
、
よ
り
質
の
高
い
専
門
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　

未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東

日
本
大
震
災
か
ら
も
、
大
規
模
災
害

に
対
応
す
る
た
め
に
は
マ
ン
パ
ワ
ー

（
人
材
）や
資
機
材
の
効
率
的
活
用
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
「
消
防･

救
急
業
務
」の
広
域
化
で

は
、“
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
”の
拡
大

に
よ
る「
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」「
消

防
力
の
充
実･

高
度
化
」「
消
防
体
制

の
基
盤
強
化
」を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

「
消
防･
救
急
業
務
」

４
月
１
日
か
ら
広
域
化

ひたちなか市
総合運動公園

国道２４５号

自動車安全運転センター
･安全運転中央研修所

常陸那珂有料道路
至･ひたち海浜公園ＩＣ至･ひたちなかＩＣ

至･東海

至･那珂湊

ひたちなか･東海
クリーンセンター

《ひたちなか･東海クリーンセンターの場所》

大橋西

Ａ
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
24
年
度
の
資
源
物･

ご
み
収

集
日
割
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｑ
ご
み
収
集
日
は
変
更
に
な
る
の
？

Ａ「
ひ
た
ち
な
か･

東
海
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
」へ
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

受
け
入
れ
時
間

　

▼
月
～
金
曜
日
…
午
前
８
時
30
分

～
午
後
４
時
30
分 

▼
土
曜
日
…

午
前
８
時
30
分
～
11
時
30
分

　

※
祝
日
も
受
け
付
け
ま
す
。な
お
、

日
曜
日
と
12
月
31
日
～
１
月
３
日

は
休
館
と
な
り
ま
す
。

Ｑ「
可
燃
ご
み
」を
直
接
持
ち
込
み
た

い
の
で
す
が
…

可
燃
ご
み
処
理
に
つ
い
て

　

市
村
の
３
つ
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
、

い
ず
れ
も
老
朽
化
し
、
多
額
の
修
繕

費
を
必
要
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
広
域
化
と
と
も
に
、
環
境
負

荷
の
軽
減
や
コ
ス
ト
削
減
、
循
環
型

社
会
の
形
成
が
可
能
な
新
た
な
清

掃
セ
ン
タ
ー「
ひ
た
ち
な
か･

東
海
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」を
建
設
し
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
大
幅
な

稼
動
の
遅
れ
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、

５
月
１
日
か
ら
本
稼
動
と
な
り
ま
す
。

「
可
燃
ご
み
処
理
」

５
月
１
日
か
ら
広
域
化

東
海
村
と
ひ
た
ち
な
か
市
が
連
携

？

Ｑ
指
定
ご
み
袋
と
ご
み
処
理
券
は
使

え
な
く
な
る
の
？

Ａ
使
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
も
の
を

引
き
続
き
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

５
月
１
日
以
降
の
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体
制
は
ど
の
よ
う
に
な

る
の
？

Ｑ
救
急
車･

消
防
車
は
素
早
く
対
応

で
き
る
の
？

Ａ
広
域
化
後
は
、
こ
れ
ま
で
東
海
村

が
管
轄
し
て
き
た
区
域
に
、
ひ
た

ち
な
か
市
の
一
部
が
含
ま
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
現
場

に
最
も
近
い
消
防
署
か
ら
出
動
す

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
と
同
様

の
対
応
が
可
能
で
す
。
さ
ら
に
、

位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
や
車
両

運
用
管
理
装
置
の
導
入
に
よ
り
、

出
動
ま
で
の
時
間
短
縮
や
車
両
運

用
の
効
率
化
等
が
図
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
迅
速
な
出
動
体
制
の
確
立

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
東
海
村
に
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
？

Ａ【
人
員
面
】通
信
指
令
業
務
が
一
本

化
さ
れ
る
た
め
、
現
場
へ
の
出
動

人
員
が
増
加
し
ま
す
。

　
【
技
術
面
】体
制
が
拡
大
し
、
職
員

の
交
代
が
容
易
に
な
る
た
め
、
研

修
等
に
参
加
す
る
な
ど
、
高
度
な

技
術
の
習
得
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
【
財
政
面
】運
営
費
を
あ
ん
分
す
る

（
割
合
に
応
じ
て
分
け
る
）こ
と
で
、

高
額
な
設
備
費
を
圧
縮
で
き
ま
す
。

Ｑ
消
防
団
は
ど
う
な
る
の
？

Ａ
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
体
制

で
活
動
し
ま
す
。

Ｑ
原
子
力
災
害
に
対
応
で
き
る
の
？

Ａ
原
子
力
関
連
施
設
へ
の
防
災
指
導

の
充
実
と
関
係
機
関
等
の
連
携
強

化
を
図
る
た
め
、「
防
災
指
導
課
」

を
新
設
し
ま
す
。
ま
た
、
人
員
が

増
え
る
た
め
、
活
動
要
員
が
確
保

し
や
す
く
な
り
、
効
率
的
な
現
場

活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
消
火
器
や
住
宅
用
火
災
警
報
器
に

つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
ど
こ
に

す
れ
ば
よ
い
の
？

Ａ
基
本
的
に
お
近
く
の
消
防
署（
東
海

消
防
署
）に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
一
部
の
申
請
書
類
は
受
け

付
け
場
所
が
ひ
た
ち
な
か･

東
海
広

域
事
務
組
合
消
防
本
部（
笹
野
消
防

署
）の
み
と
な
り
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

▼
東
海
消
防
署（
☎
282
局
２
０
３
８
）

▼
ひ
た
ち
な
か･

東
海
広
域
事
務
組

合
消
防
本
部（
☎
273
局
０
２
１
１)

▼

▼

▼

出動までの流れ

Ｑ
持
ち
込
み
の
際
の
ご
み
処
理
料
金

は
ど
う
な
る
の
？

Ａ
５
月
１
日
か
ら
料
金
が
改
定
に
な

り
ま
す
。

ご
み
処
理
料
金

家
庭
系
ご
み

50
㎏
以
下
…
無
料

50
㎏
を
超
え
60
㎏
ま
で
…
３
０
０
円

60
㎏
を
超
え
た
場
合
…
10
㎏
に
つ
き

50
円
加
算

事
業
系
ご
み

50
㎏
以
下
…
無
料

50
㎏
を
超
え
60
㎏
ま
で
…
７
８
０
円

60
㎏
を
超
え
た
場
合
…
10
㎏
に
つ
き

１
３
０
円
加
算

最も近い消防署に出動を指令

出動

　各消防署の所在地
■東海消防署…東海村村
松2124-11

■笹野消防署（ひたちな
か･東海広域事務組合
消防本部）…ひたちな
か市笹野町2-8-1

■神敷台消防署…ひたち
なか市南神敷台7-1

■田彦消防署…ひたちな
か市田彦1428

はい、消防本部です。
あなたのいる場所は、
●●付近ですね。

※広域化後の消防署は４署体
制となります。

Ａ
東
海
村
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　

受
け
入
れ
時
間

　

▼
月
～
金
曜
日
…
午
前
８
時
30
分

～
午
後
４
時
30
分（
正
午
～
午
後
１

時
を
除
く
） 

▼
第
３
日
曜
日
…
午

前
８
時
30
分
～
正
午 

※
祝
日
も
受

け
付
け
ま
す
。な
お
、土･

日
曜
日（
第

３
日
曜
日
を
除
く
）と
12
月
30
日
～

１
月
３
日
は
休
館
と
な
り
ま
す
。

Ｑ「
不
燃･

粗
大
ご
み
」「
資
源
物
」を
直

接
持
ち
込
み
た
い
の
で
す
が
…

救急車を
お願いします

位置情報通知シ
ステムにより場
所を特定

消防本部

消
防･

救
急
業
務
に
つ
い
て

４
月
１
日
以
降
の

？

●
問
い
合
わ
せ	

ご
み
ゼ
ロ
推
進
課

（
清
掃
セ
ン
タ
ー
内 

☎
282
局
７
２
８
９)

●
問
い
合
わ
せ	

東
海
村
消
防
本
部

消
防
課（
☎
282
局
２
０
３
８
）
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「
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
」に
よ
り

設
計
者
を
特
定
し
ま
し
た

　

村
で
は
、
新
し
い
東
海
中
学
校
の
設
計
業
務
を
委
託
す
る

設
計
者
を「
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
」に
よ
り
特
定
し
ま
し
た
。「
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
」と
は
、
設
計
能
力
や
過
去
の
設
計
実
績
、

受
賞
歴
等
と
、
施
設
整
備
の
課
題
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
を

示
し
た「
技
術
提
案
書
」を
複
数
の
設
計
事
務
所
か
ら
提
出
し

て
も
ら
い
、
そ
の
内
容
を
客
観
的
に
審
査
し
て
設
計
者
と
し
て

特
定
す
る
方
法
で
す
。

　

東
海
中
学
校
の
設
計
に
当
た
り
、
村
で
は
、
次
の
内
容
に

つ
い
て
の「
技
術
提
案
書
」を
公
募
し
ま
し
た
。

【
技
術
提
案
書
の
内
容
】

■「
事
業
の
実
施
方
針
お
よ
び
実
施
体
制
に
つ
い
て
」

　

▼
業
務
へ
の
取
り
組
み
体
制

　

▼
設
計
チ
ー
ム
の
特
徴

　

▼
特
に
重
視
す
る
設
計
上
の
配
慮
事
項

　

▼
そ
の
他
業
務
実
施
上
の
配
慮
事
項

■「
４
つ
の
課
題
に
対
す
る
考
え
方
と
当
該
施
設
に
対
す
る

提
案
」

　

村
の
提
示
す
る
４
つ
の
課
題
と
は
…

　

①
東
海
中
学
校
改
築
基
本
計
画
に
即
し
た
中
学
校
建
設
に

つ
い
て

　

②
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト（
初
期
経
費
）や
施
設
の
高
耐
久
化

と
長
寿
命
化
、
将
来
の
維
持
管
理
ま
で
を
ト
ー
タ
ル
し

て
考
え
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
る
具

体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

③
既
存
施
設
の
配
置
状
況
を
考
慮
し
た
整
備
計
画
に
つ
い
て

　

④
東
海
中
学
校
建
設
に
対
し
、
設
計
者
と
し
て
独
自
に
考

え
る
提
案
に
つ
い
て

新しい東海中学校の
建設に向けて

■問い合わせ	 学校教育課施設整備担当（☎282-1711	内線1411）

　東海中学校は、建設から45年以上が経過していることから、老朽化や教育･生活機能
面などにおいて多くの課題を抱える状況にありました。また、平成23年３月11日の東
日本大震災により、管理教室棟･特別教室棟を使用禁止としなければならない大きな被
害があったことから、施設の改築工事を行います。

新校舎イメージ図
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基本･実施設計 校舎建設工事

グラウンド整備工事

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

【今後のスケジュール】

　今後は、この計画を基に、学校関係者などと十分な協議を重ね、意見等を踏まえながら具体的な設計
作業を進めていきます。
　また、子どもたちにより良い教育環境を提供できるよう、１日も早い完成を目指してまいりますので、
皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　

今
回
特
定
さ
れ
た
設
計
者
の
提
出

し
た「
技
術
提
案
書
」は
、「
東
海
中

学
校
建
設
設
計
者
特
定
委
員
会
」で

高
い
評
価
を
受
け
る
と
と
も
に
、
設

計
者
は
そ
れ
を
実
現
し
得
る
経
験
と

能
力
、
意
欲
を
持
ち
合
わ
せ
る
も
の

と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い

て
は
、
４
月
か
ら
の
使
用
開
始
を
目

指
し
て
、
現
在
、
整
備
工
事
を
進
め

て
い
ま
す
。

配
置
計
画

職員用･来客者用防災広場
敷地外周の
既存樹木の保存

屋内運動場

新校舎

駐輪場
正門

バス待機スペース

北門

特別教室棟

プール

部室･器具庫棟

グラウンド

駐車場

弓道場
格技場

バレー

テニス

車廻し

第２グラウンド

第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド

屋内運動場

野球場

200ｍトラック

校舎へ
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監査委員を紹介します

　去る12月の第４回村議会定例会
で監査委員に選任されましたので
ごあいさつ申し上げます。
　本村も長引く不況と大震災に
よって年々財政が厳しくなってきて
いますが、行政はいかなる状況に
あっても、本村の発展と村民の福
祉を増進させることが使命であり
ます。監査委員の役割は23年度か

ら始まった第５次総合計画に基づく政策が着実に実施さ
れているか、その施策が村民からの血税を最少の経費で
最大の効果を上げるように用いられているか、政策を実現
するために常に行政組織および運営の合理化が図られて
いるか、法令に違反する事務処理をしていないかなどを
村民の視点に立って監査を行い、その結果と意見を村長
および議会等に提出します。これにより民主的かつ適切な
行財政運営が行われ、ひいては豊かな村民の福祉と村の
発展に寄与するものと確信しています。今後とも、この職
務に邁

ま い し ん

進してまいりますのでよろしくお願い申し上げます。

　平成23年第４回東海村議会定例会において根本龍哉さん（任期：平成23年12月15日から平成27年
12月14日まで）が、平成24年第１回東海村議会臨時会において村上孝さん（任期：平成24年２月８日
から議員の任期まで）が監査委員に選任されましたので紹介します。

　去る２月の第１回村議会臨
時会で議会選出の監査委員に
選任されましたのでごあいさ
つ申し上げます。
　さて、本村は未曽有の東日
本大震災や東京電力福島第一
原子力発電所の事故の影響を
今なお受けております。一方、
今日の社会はグローバル経済

を踏まえ、世界的な金融不安から不透明な経済社会
となってきており、本村においても年々村税が減収
傾向となってきております。さらに少子高齢化とと
もに社会が大きく変わろうとしております。今後、
自らの責任と判断を持った地域づくりを目的とす
る地域分権型社会が求められてきます。限られた本
村の財源が適切で効率･効果的に執行され、村民の
福祉の向上と持続ある社会の創造に向け監査の職
務に取り組んでまいりますのでよろしくお願い申
し上げます。

◆監査委員とは	 監査委員は、議会で同意を得て選任された識見を有する方と議会議員の中から選任された方
の２人で構成されています。職務は、民主的な行政運営が確保されるよう、地方公共団体の財務･行政･経営運
営事務が常に法令等に従い、適切で効率･効果的に行われているのか、村民の目線で誠実かつ厳正に審査する
ことです。監査の種類には、定期監査、決算審査、行政監査、随時監査、財政援助団体等監査、例月出納検査、
基金運用状況の審査、金融機関の公金出納監査、直接請求監査、議会請求監査、住民監査などがあります。

◆問い合わせ	 監査委員事務局（☎282-1711	内線1251）

（S17.１.５生）
根
ね も と

本 龍
た つ や

哉村
む ら か み

上　孝
たかし

（S19.１.14生）

《代表監査委員　就任のごあいさつ》《議会選出監査委員　就任のごあいさつ》

　

村
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー「
あ
い
の
り
く
ん
」は
、
４
月

２
日（
月
）か
ら
、
身
体
障
が
い
者
な
ど
は
、
１
回
当
た
り

１
０
０
円
で
乗
車
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
利

用
者
と
同
乗
で
き
る
介
助
者
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
障

が
い
者
な
ど
に
限
り
認
め
て
き
た
も
の
を
、
全
て
の
利
用

者
が
介
助
者
と
同
乗
で
き
る
よ
う
に
変
更
し
ま
す
。な
お
、

該
当
す
る
方
は
、
予
約
の
際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

１
回
当
た
り
１
０
０
円
で
乗
車
で
き
る
方
▼
①
▽
身
体

障
が
い
者
▽
精
神
障
が
い
者
▽
知
的
障
が
い
者
▽
要

介
護
認
定
者
―
―
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方　

 

※
乗
車
す
る
際
は
、
必
ず
交
付
を
受
け
て
い
る
手
帳

等
を
携
帯
し
て
く
だ
さ
い
。
②
６
歳
未
満
の
乳
幼
児

（
保
護
者
と
の
同
乗
が
利
用
条
件
）※
同
乗
す
る
保
護

者（
乗
車
す
る
乳
幼
児
と
同
人
数
ま
で
）も
１
０
０
円

で
乗
車
で
き
ま
す
。

介
助
者
と
し
て
利
用
者
と
同
乗
で
き
る
方
▼
け
が
や
疾

病
な
ど
で
乗
降
が
困
難
な
利
用
者
を
手
助
け
す
る
方

（
家
族･

親
族･

ヘ
ル
パ
ー
な
ど
で
村
内
外
不
問
）※
利
用

料
金
は
、
介
助
す
る
利
用
者
と
同
額
に
な
り
ま
す
。

そ
の
他
▼
▼
利
用
券
は
、
役
場
行
政
棟
１
階（
介
護
福

祉
課･

社
会
福
祉
課
）･

３
階（
ま
ち
づ
く
り
国
際
化
推

進
課
）な
ど
の
利
用
券
販
売
所
で
交
換（
３
０
０
円
券

を
１
０
０
円
券
に
）で
き
ま
す
。▼「
あ
い
の
り
く
ん
」

を
利
用
す
る
に
は
、
初
め
に
利
用
者
登
録
手
続
き

を
済
ま
せ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す（
介
助
者
を
除

く
）。
※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
▼
ま
ち
づ
く
り
国
際
化
推
進
課（
☎
282
局

１
７
１
１ 

内
線
１
３
４
１
）、
東
海
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー「
え
が
お
」（
☎
283
局
４
５
３
８
）

４
月
か
ら
料
金
体
系
等
を
変
更
し
ま
す

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー「
あ
い
の
り
く
ん
」
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度
の「
在
学
証
明
書
」と
印
鑑
を
持
参
の

上
、保
健
年
金
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

保
健
年
金
課
国
保
年
金
担
当（
☎
282

局
１
７
１
１ 

内
線
１
１
３
２
）

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る「
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
」（
保
険
証
）の
有
効
期
限

は
３
月
31
日
ま
で
で
す
。
更
新
時
期
を

迎
え
ま
す
の
で
、
世
帯
主
の
方
へ
平
成

24
年
度
の
新
し
い
保
険
証
を
郵
送（
簡
易

書
留
）し
ま
す
。
不
在
で
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
３
月
30
日

（
金
）の
午
後
１
時
以
降
に
お
渡
し
で
き

ま
す
の
で
、
郵
便
局
発
行
の「
不
在
票
」

と
印
鑑
を
持
参
の
上
、
保
健
年
金
課（
役

場
行
政
棟
１
階
）へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

　

①
新
し
い
保
険
証
の「
住
所
」「
氏
名
」

「
性
別
」「
生
年
月
日
」等
を
必
ず
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
る

場
合
や
、
世
帯
の
中
に
ほ
か
の
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
方
が
い
る
場
合
は
、
保

健
年
金
課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
②
４

月
に
な
り
ま
し
た
ら
、
今
ま
で
の
保
険
証

は
は
さ
み

4

4

4

な
ど
で
裁
断
し
破
棄
す
る
か
、

保
健
年
金
課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

学
生
の
保
険
証
交
付
に
つ
い
て

　

進
学
等
で
、
村
外
へ
住
民
票
を
移
し

た
場
合
で
も
、
村
の
保
険
証
の
交
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
成
24
年

「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
」

（
保
険
証
）の
更
新
時
期
で
す

　

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
の
う

ち
、
医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
が
１

割
の
方
は
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
２

割
負
担
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
25
年
３
月
ま
で
１
割
負
担
に
据
え

置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
、
現
在
１
割
負
担
の「
高
齢

受
給
者
証
」を
お
持
ち
の
方
に
は
、
保

険
証
と
一
緒
に
、
７
月
31
日
ま
で
を

有
効
期
限
と
す
る
新
し
い「
高
齢
受

給
者
証
」を
郵
送
し
ま
す
。
な
お
、
３

割
負
担
の
方
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
平
成
24
年
８
月
以
降
に
つ
い
て
は
、

全
て
の
方
を
対
象
に
負
担
割
合
の
判

定
を
再
度
行
い
、
平
成
24
年
７
月
下

旬
に
新
し
い
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ

た「
高
齢
受
給
者
証
」を
郵
送
し
ま
す
。

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
で
１
割

負
担
の
方
は
、
１
年
間
据
え
置
き
に

･Ｄ市）と比較しても、本村は２万円以上低い
額になっています。県内の自治体では、１人
当たりの国民健康保険税額９万円以上10万
円未満が21と最も多く、次いで８万円以上
９万円未満が13となっています。
　このような状況にある中、本村の国保事業
は、一般会計に大きく依存する財政運営や被
用者保険（国民健康保険以外の健康保険）加入
者との公平性の観点から、さらには国におけ
る今後の国民健康保険制度の見直しの状況等
を踏まえ、早急に国民健康保険税の見直しが
必要と考えられます。

20,000 100,00080,00060,00040,000

東海村

県平均

Ａ町

Ｃ市

Ｄ市

Ｂ市

60,159

90,335

112,737

89,998

85,951

81,823

0

　国民健康保険税の税率は、保険者である各
自治体が条例で定めることになっています。こ
の国民健康保険税は、国から交付される国庫
負担金などと共に、国民健康保険事業（国保事
業）の主たる財源になるものです。村の国保事
業の財政運営は、村の一般会計から多額の財
源を繰り入れ、国民健康保険加入者の負担軽
減を図ってきました。そのため、国民健康保
険税の負担は県内で最も低い水準にあります。
　平成22年度の国民健康保険被保険者１人
当たりの国民健康保険税額（右グラフ）を見て
みると、本村の６万159円に対して、県内で
最も高い自治体（Ａ町）は11万2,737円ですの
で、その差は５万円以上になります。また、
県平均は９万335円ですので、本村とは３万
円以上の差があります。隣接の市（Ｂ市･Ｃ市

その④ 国民健康保険税の水準

国保だより
保健年金課国保年金担当（☎282-1711	内線1133）

平成22年度１人当たりの国民健康保険税額
単位:円
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平成24年度　国民年金保険料と割引額（円）
１か月 ６か月 12か月

保険料 割引額 保険料 割引額 保険料 割引額

毎月納付（現金
または翌月末口
座振替）

14,980 89,880 179,760

毎月当月末の
口座振替（早割） 14,930 50 89,580 300 179,160 600

６か月分
前納

現金 89,150 730 178,300 1,460
口座
振替 88,860 1,020 177,720 2,040

12か月分
前納

現金 176,570 3,190

口座
振替 175,990 3,770

支払方法

国
民
年
金

だ 
よ 
り

平
成
24
年
度（
平
成
24
年
４
月
か
ら
平
成
25
年
３
月
ま

で
）の
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
月
額
１
万
４
９
８
０
円
に

な
り
ま
す
。
保
険
料
は
、
６
か
月
分
、
12
か
月
分
な
ど
、

定
め
ら
れ
た
月
数
分
に
つ
い
て
前
納
す
る
と
割
り
引
き
に

な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
改

定
の
お
知
ら
せ

通
の
生
活
に
戻
し
て
あ
げ
た
い
と
い
う
強
い
思
い

で
、
役
員
一
同
、
活
動
に
励
み
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
一
丸
と
な
っ
て
目
標
に
向
か
っ

て
取
り
組
ん
で
き
た
球
技
大
会
、
子
ど
も
た
ち
の

ア
イ
デ
ア
を
集
め
た
お
み
こ
し
で「
工
夫
し
た
で

賞
」を
頂
い
た
夏
祭
り
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

に
協
力
を
得
て
地
域
と
の
交
流
を
深
め
た
三
世
代

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
船
橋
ア
ン
デ
ル
セ
ン

公
園
で
元
気
に
遊
び
お
気
に
入
り
の
作
品
作
り
に

夢
中
に
な
っ
た
日
帰
り
旅
行
等
、
中
止
す
る
こ
と

な
く
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
活
動
を
理
解
し
、
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た

会
員
の
皆
さ
ん
と
地
域
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
意
欲

的
に
活
動
に
参
加
し
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
お

か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

活
動
の
中
で
、
友
達
を
思
い
や
る
姿
、
や
り
遂

げ
た
時
の
笑
顔
、
時
に
は
子
ど
も
ら
し
く
集
中
力

を
な
く
し
、
だ
ら
け
て
し
ま
う
姿
も
あ
り
ま
し
た

が
、成
長
し
て
い
く
姿
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
、

子
ど
も
た
ち
は
与
え
ら
れ
る
こ
と
だ
け
を
望
ん
で

い
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
時
に
は

私
た
ち
大
人
の
こ
と
を
、
一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
だ

と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
、
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
し
な

が
ら
の
活
動
で
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
私
た
ち
は

完
璧
な
指
導
者
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の
２
年
間
の
活
動･

行
事
を
通
し
て
自
分
自
身

も
成
長
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
よ
い
経
験
を

し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

先
日
、
内
宿
二
区
子
供
会･

子
供
会
育
成
会
が

県
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
戸
惑
う
こ
と
な
く

堂
々
と
賞
状
や
盾
を
頂
い
て
い
る
壇
上
の
子
ど
も

た
ち
の
姿
を
見
て
、
役
員
と
し
て
子
ど
も
会･

子

ど
も
会
育
成
会
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に

よ
か
っ
た
と
感
激
し
ま
し
た
。

私
た
ち
夫
婦
が
子
ど
も
会
に
役
員
と
し
て
関
わ

り
始
め
た
の
は
２
年
前
か
ら
で
す
。
役
員
を
受
け
る

前
は
、私
た
ち
に
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
不
安
で
し
た
。

最
初
の
１
年
目
は
、
前
の
会
長
か
ら
引
き
継
い

だ
こ
と
を
こ
な
す
だ
け
で
精
一
杯
で
し
た
。

２
年
目
の
昨
年
４
月
、
私
は
子
ど
も
会
育
成
会

会
長
に
な
り
ま
し
た
。
震
災
の
影
響
も
あ
り
、
先

が
分
か
ら
ず
戸
惑
い
な
が
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、

我
慢
す
る
こ
と
が
続
い
た
子
ど
も
た
ち
を
早
く
普

子ども会活動を通して

河
か わ む ら

村　明
あ き ひ ろ

博石神内宿

内宿二区子供会育成会会長

■
問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐

１
１
６
５
）、
保
健
年
金
課
国
保
年
金
担
当（
☎
282
局

１
７
１
１ 

内
線
１
１
３
３
）

ＰＡＲＴ .	116

少年育成青
指導者からのメッセージ

体 験 記
後列左が今回のエッセイスト

月数
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こんにちは！
村立東海病院です

日増しに春らしくなってきました。暖かくなるにつれ、健康診断の受診数が多くな
ります。健康診断の結果によっては、より詳しい検査を勧められる場合もあるかと思います。

今回は、健康診断の再検査の際にも行われる“内視鏡検査”についてお話しします。

はじめに
統計によると、日本人の３人に１人ががんで死亡しています（表１）。

その人数は心疾患の２倍、脳血管疾患の３倍です。年齢別のがん死亡
率を見ると、40歳以上で死因の第１位となり、50歳以降で死亡者数が
急増します（表２）。がんの発症部位別に見るとどうでしょうか？　男性
は肺、胃、大腸の順、女性は大腸、肺、胃の順で上位に挙がっています。

内視鏡検査は、胃がん、大腸がんの発見と治療に最も役立ちます。
特に重大な症状がない時期に発見されると治療成績がよく、場合に
よっては内視鏡治療のみで治癒することもあります。
胃内視鏡検査

胃がんの危険因子として、①50歳以上②萎縮性胃炎（慢
性胃炎）③家族や親族に胃がんが多い④もたれ感や胸や
けがある⑤ピロリ菌陽性の方――などが挙げられます。

検査内容は、食道、胃、十二指腸上部を観察するも
ので、５～６分の短時間で終了します。昔から行われ
ているエックス線バリウム検査に比べると、がんが４
倍も発見されやすくなります。また、早期がんの発見
に有効です。内視鏡検査で見つかるがんのうち、85％
が早期がんです。治療成績も良好で、治療後の５年生
存率が、胃がん患者全体では62％ですが、症状がな
いうちに内視鏡で発見された患者の場合は92％です。
大腸内視鏡検査

大腸のがんはほとんど自覚症状がありません。内視鏡検査はがんの早期発見に有効ですが、下剤内服
が必要で、時間がかかる上に時には腹痛を伴うので、胃の内視鏡検査ほど手軽にはできません。そこで、
まず便の中に出血しているかを免疫学的に検査する、いわゆる便潜血反応検査を行います。

便潜血反応の陽性率は約４％で、そのうちの２％に切除の必要ながんが発見されます。例えば1200
人が便潜血反応検査を受けたとすると、その中の50人が便潜血陽性となり、この50人のうち１人に手
術の必要ながんが発見される計算になります。残りの49人は、痔

じ

や腸炎、憩室、良性ポリープ、内視
鏡切除で十分な早期がんなどです。

大腸がん患者全体の治療後の５年生存率は60％ほどですが、症状のない間に発見された大腸がんの
患者の場合は96％です。ただし、便潜血反応検査は絶対的なものではなく、がんがあっても42％は陰
性になります。幸い大腸がんは胃がんと異なってゆっくり進行するので、毎年便潜血反応を受けてい
れば、早めに発見されることが多いのです。特に女性は便潜血反応検査を定期的に受けて、陽性なら
必ず大腸内視鏡検査を受けましょう。

村立東海病院長　坂本　昌義

問い合わせ●村立東海病院（☎282-2188）、保健年金課地域医療担当（☎287-0899）

内視鏡検査について

当院では、昨年５月から健康診断と人間ドックの体制を強化してきました。健康状態を継続的に
把握し、末永く健康な生活を送るためにも、定期的に健康診断や人間ドックを受けることを住民の
皆さんにお勧めします。
●問い合わせ　村立東海病院健診直通（☎282-2614）

健診室からのお知らせ

悪性新生物
（がん）
悪性新生物
（がん）
30.1%30.1%

     心疾患     心疾患
15.8% 15.8% 脳血管

疾患
脳血管
疾患
10.7%10.7%

肺炎肺炎
9.8%9.8%

老衰老衰
不慮の事故不慮の事故

自殺自殺

その他その他

日本人の死因別死亡割合（表１）

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500
人口10万対

年齢

年齢階級別がん死亡率

総数（259.2）

男性（320.5）

女性（200.8）

（表２）
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な
ご
み
で
は
、
役
場
の
窓
口
職
員
や
民
生
委
員
等
を

対
象
に
、
研
修
会
を
開
催
し
、
地
域
の「
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
」を
養
成
し
て
い
ま
す
。
研
修

会
の
受
講
者
は
、ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

バ
ッ
ジ
を
身
に
付
け
て
い
ま
す
。

●
３
月
は
自
殺
防
止
月
間
で
す
！

わ
が
国
で
は
年
間
約
３
万
人
、
茨
城
県
内
で
は
年
間

約
７
０
０
人
の
方
が
自
ら
の
命
を
絶
っ
て
い
る
と
い
う

深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
交
通
事
故
死
の

約
３･

５
倍
の
人
数
に
当
た
り
ま
す
。

内
閣
府
や
茨
城
県
で
は
、
例
年
自
殺
者
数
の
多
い
３

月
を
自
殺
防
止
月
間
と
し
て
、
各
地
で
相
談
会
や
講
演

会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
関
連
行
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
自
殺
防
止
月
間
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

村
で
は
、
自
殺
防
止
月
間
街
頭
啓
発
活
動
を
実
施
し

ま
す
。

◆
期	

日 

３
月
15
日（
木
）

◆
時	

間 

午
前
７
時
15
分
～
８
時
15
分

◆
場	

所 

東
海
駅
改
札
口
前

◆
内	

容 

自
殺
防
止
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
啓

発
グ
ッ
ズ
な
ど
の
配
布

●
精
神
保
健
福
祉
に
関
す
る
相
談
を
受
け
て
い
ま
す

な
ご
み
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
随
時
こ
こ
ろ
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

◆
期	

日 

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で（
祝
日
を
除
く
）

◆
時	

間 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

◆
費	

用 

無
料

◆
そ
の
他 

電
話
で
の
相
談
も
可
能
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局
２に

こ

に

こ

５
２
５
）

な
ご
み
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
紹
介
す
る

「
な
ご
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
」。
今
回
は
、
自
殺
対
策
強
化
事

業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

●
命
の
門
番「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」

あ
な
た
の
周
り
に
、
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
に
押
し
つ
ぶ

さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

自
殺
は
、
健
康
問
題
や
経
済･

生
活
上
の
問
題
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
雑
に
関
係
し
、
心
理
的
に
追
い

詰
め
ら
れ
た
末
の
死
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、
悩
み
を
抱
え
な

が
ら
何
ら
か
の
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
ま
す
。
こ
の
サ
イ

ン
に
気
付
き

4

4

4

、
声
を
掛
け
、
話
を
聞
い
て

4

4

4

、
必
要
な

支
援
に
つ
な
げ

4

4

4

、
見
守
る

4

4

4

人
の
こ
と
を「
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
」と
い
い
ま
す
。
身
近
な
人
の
命
を
守
る
た
め
に
、

あ
な
た
も「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」に
な
り
ま
せ
ん
か
。

東
海
村
の
農
地
土
壌
は
酸
性
の

傾
向
が
強
い
の
で
、
土
づ
く
り
を

す
る
春
先
に
、
土
壌
改
良
剤
と
し

て
消
石
灰
を
ま
く
方
が
多
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

消
石
灰
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等

で
手
軽
に
入
手
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
消
石
灰
の
主
成
分
は
水
酸
化

カ
ル
シ
ウ
ム
と
い
う
強
ア
ル
カ
リ

性
の
物
質
で
あ
る
た
め
、
使
用
す

る
際
に
は
十
分
な
注
意
が
必
要
で

す
。
昨
年
４
月
に
、
山
口
県
内
の

高
齢
の
女
性
が
農
作
業
中
に
転
倒

し
て
消
石
灰
を
か
ぶ
っ
て
し
ま
い
、

片
方
の
目
を
失
明
す
る
と
い
う
痛

ま
し
い
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

消
石
灰
に
限
ら
ず
農
薬
等
を
散
布
す
る
と
き
は
、
防
護

の
た
め
に
ゴ
ー
グ
ル
や
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
手
袋
等
で
肌

を
保
護
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
十
分
な
注
意
と
適
切
な

装
備
を
心
掛
け
、
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
万
が

一
農
薬
等
が
目
に
入
っ
た
と
き
に
は
、
速
や
か
に
水
で
洗

浄
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
医
師
の
診
察
を
受
け
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
員
が
作
物
の
栽
培
管

理
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
月
曜
日
と
火
曜
日

を
除
く
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
約
３
年
間
に
わ
た
っ
て
連
載
し
て
き
た「
菜
園
ナ

ビ
」で
す
が
、
今
回
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
長
い
間
、
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ	

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
東
海
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
に
じ
の
な
か
」内	

☎
287
局
７
８
６
７
）

消石灰の取り扱いにご注意ください

vol.32

菜 園 ナ ビ

チ
ャ
ン
ネ
ル

45

ゲートキーパーの役割

★気付き…家族や仲間の変化に気付い

て、声を掛ける

★傾　聴…本人の気持ちを尊重し、

耳を傾ける

★つなぎ…早めに

専門家に相談す

るように促す

★見守り…温かく

寄り添いながら

じっくりと見守る
イラスト 細川貂

てんてん

々

ゲートキーパー
バッジ
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茨城藍筍会展
3月11日（日）～ 17日(土)
（最終日は午後３時閉館）

大 字 か な 作 品 を 中
心とし た 書 道 展 示 で
す。 昨 年 度 は 震 災 の
影 響 で 会 場 が 使 用
で き ず、中 止 と な り
まし た。 今 回 初 め て
作 品 を 発 表 するメン
バーも含め、12人に
よ る１年 間 の 努 力 の
成果をご覧ください。

ギ

ャ

ラ

リ

ー

Ａ　

（
２

階
）

■開 館 時 間 午前10時～午後７時
■場　　　所 ＪＲ東海駅（駅舎１･２階）
■問い合わせ 東海駅コミュニティ施設管理室
（☎287-3680）

ＳＴＡＴＩＯＮ　ＧＡＬＬＥＲＹ 【
俳　

句
】

復
元
の
居
間
に
座
し
た
る
享
保
雛

豊　

白　

小
林　

久
男

春
お
そ
く
今
だ
に
咲
け
ぬ
花
も
あ
り

外　

宿　

照
沼
あ
や
子

亡
き
夫
に
話
し
か
け
て
よ
雪
で
す
と

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

一
日
の
活
力
ご
く
り
寒
の
水

東　

海　

佐
藤　

と
よ

雨
地
蔵
片
手
拝
み
目
に
痛
い

舟
石
川
駅
西　

辻
本　

敏
江

朝
散
歩
ぶ
ど
う
の
枝
に
つ
ら
ら
見
ゆ

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

押
し
合
い
て
震
災
の
河
遡
る
鮭

村　

松　

松
本　

正
勝

霜
柱
下
駄
履
き
し
頃
想
わ
れ
る

白　

方　

根
本　

怜
子

や
っ
ち
ゃ
場
へ
足
ど
り
弾
む
寒
の
明
け

南　

台　

渋
谷
ひ
ろ
し

畳
這
う
春
の
陽
射
し
や
退
き
始
む

村
松
北　

小
野
寺
紀
夫

月
光
に
遊
び
じ
ゃ
な
い
よ
と
長
襦
袢

舟
石
川
駅
西　

辻
本　

國
男

白
梅
の
香
り
に
惹
か
れ
仰
ぎ
み
る

緑
ヶ
丘　

田
中
ミ
ヤ
子

春
の
雨
今
日
の
ん
び
り
と
客
を
待
つ

船　

場　

畑　
　

耕
太

【
短　

歌
】

初
夢
は
昇
龍
い
で
し
コ
ミ
セ
ン
で
生
き
た

証
し
の
十
年
日
誌

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

冬
の
庭
泥
よ
り
餌
と
る
鳥
た
ち
の
臓
器
の

強
さ
我
も
欲
し
け
く村　

松　

高
橋　

正
弘

冬
空
に
ぽ
っ
か
り
浮
か
ぶ
く
じ
ら
雲
い
わ

き
の
方
へ
ゆ
っ
く
り
動
く

外　

宿　

小
林
美
代
子

雪
見
に
と
重
ね
着
を
し
て
庭
に
立
つ
ソ
ー

ラ
ー
つ
く
屋
根
光
り
て
見
ゆ
る

内　

宿　

村
上　

文
江

晴
れ
の
日
の
続
き
て
至
る
立
春
に
庭
の
梅

花
の
つ
ぼ
み
は
か
た
し

船　

場　

舛
井
庫
之
助

豆
ま
き
の
声
が
テ
レ
ビ
よ
り
良
く
聞
こ
え

暖
か
さ
待
つ
節
分
の
宵

　

外　

宿　

高
槌　

す
み

こ
の
部
屋
に
床
を
な
ら
べ
し
遠
き
日
を
た

ぐ
り
よ
せ
つ
つ
寒
夜
を
ひ
と
り

須
和
間　

柴
山　

靖
子

雪
吊
り
の
植
木
の
い
く
つ
見
え
な
が
ら
露

天
の
湯
舟
に
長
く
入
り
ぬ

緑
ヶ
丘　

佐
藤　
　

正

如
月
の
風
は
い
ま
だ
に
冷
た
く
も
木ぼ

け瓜
ふ

く
ら
み
く
春
は
そ
こ
ま
で

南　

台　

根
本
内
俊
男

波
高
く
う
ね
り
て
荒
ぶ
鵜
の
岬
不
安
よ
ぎ

り
て
海
平
ら
か
に
と舟

石
川　

小
川
志
つ
江

常
歩
く
街
も
不
況
の
風
吹
く
か
シ
ャ
ッ

タ
ー
閉
ぢ
る
今
日
又
一
つ

村
松
北　

黒
澤　

孝
子

短
日
の
淡
き
光
さ
す
わ
が
庭
に
藪や

ぶ
こ
う
じ

柑
子
の

実
が
い
く
つ
も
紅
し村　

松　

桜
井　

秀
子

第７回鴨志田強個展
３月18日（日）～ 24日(土)
（最終日は午後３時閉館）

鴨 志 田 強 さ ん（照 沼 在 住）の 個 展。
創 造 展 に 出 品 し て
25年の節目を記念
し、 思 い 出 の あ る
古 く か ら の 作 品 や
新作を取りまぜて、
油 彩 画 約25点 を 展
示 し ま す。 皆 さ ん
の ご 来 場 を お 待 ち
しております。

墨･ＫＯＫＯＲＯ展
３月25日（日）～ 31日(土)

（最終日は午後２時30分閉館）
川又南

な ん が く

岳さんの教えをいただいた
茨城大学書道部卒業生による書道展
です。古典の臨書を基本に置き、独
自性を組み入れた創作を行っていま
す。顧問である川又さんの賛助出品
もあります。
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お知らせ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号	☎ 282-1711（代表）
ししし んんんーーーめめめ

平成 24 年２月１日現在（前月比）
世帯数 14,470 世帯 （±０）
総人口 37,888 人　 （+10）

●人口と世帯数●

実施日時 第１・３木曜日 午後７時まで
【実施課】主な取り扱い業務※
【住民課】住民登録、印鑑登録、パスポー
トの交付、各種証明書･許可書の発行等
【保健年金課】保険や年金に関する各種
手続き、母子健康手帳の交付等
【社会福祉課】保育所の手続き、子ども
手当･児童扶養手当の申請等
【会計課】国税と県税を除く各種税金･使
用料等の支払い
【税務課】各種証明書の発行、村税納税
相談（要予約）
【水道課】上水道の手続き、上下水道料
金の支払いなど
※詳しくは、村公式ホームページをご覧ください。

●窓口業務時間延長●

●３月の休日診療●

診療時間 午前９時 30 分から午後２時まで
※正午～午後１時を除きます。

期日 医療機関名 電話番号

11日（日）村立東海病院 282-2188
18日（日）石井整形外科クリニック 270-5141
20日（火）村立東海病院 282-2188
25日（日）久慈こどもクリニック 219-7303
救急医療機関をお探しのときは	▼毎日…
24時間対応

茨城県救急医療情報コントロールセンター
（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談	▼午前９時～午後
５時…日曜日･祝日･年末年始（12月29日～１
月３日）▼午後６時30分～11時30分…毎日

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
（☎ #8000）
全ての電話から（☎ 254-9900）

●防災行政無線の内容が無料で聞けるテレホンサービス●

全ての電話から（☎ 0120-42-4848）

暮
ら
し

農
振
除
外
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

農
業
振
興
地
域
内
に
お
け
る
農
用
地
を

農
業
以
外
の
目
的
で
利
用
す
る
場
合
、
農

用
地
区
域
除
外
申
請（
農
振
除
外
）の
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・

４
月
２
日（
月
）か
ら
５
月
１
日

（
火
）ま
で（
土･

日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
に

必
要
書
類
を
持
参
の
上
、
経
済
課
農

業
振
興
担
当（
役
場
行
政
棟
４
階	

内
線

１
４
３
３
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

環
境
影
響
評
価
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

県
が
計
画
し
て
い
る
茨
城
港
常
陸
那
珂
港

区
中
央
ふ
頭
地
区
公
有
水
面
埋
立
事
業
お

よ
び
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建
設
事
業
の
環

境
影
響
評
価
方
法
書
の
縦
覧
を
行
い
ま

す
。
こ
の
方
法
書
に
対
し
て
、
環
境
保
全

の
見
地
か
ら
意
見
の
あ
る
方
は
、
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間
▼
３
月
26
日（
月
）か
ら
４
月
25

日（
水
）ま
で	

※
▽
５
月
９
日（
水
）ま
で

は
、
縦
覧
場
所
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。▽
土･

日
曜
日
、祝
日
を
除
き
ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

縦
覧
場
所
▼
東
海
村
環
境
政
策
課（
役
場

行
政
棟
４
階
）、
茨
城
県
茨
城
港
湾
事

務
所（
照
沼
７
６
８
‐
４
７
）、
ひ
た
ち

な
か
市
環
境
保
全
課（
ひ
た
ち
な
か
市

環
境
影
響
評
価
方
法
書
の
縦
覧

を
行
い
ま
す

　

村
で
は
、
動
植
物
の
現
状
を
把
握
す
る

た
め「
東
海
村
動
植
物
生
態
系
調
査
」を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
基
に
村
の
生
態

系
を
保
全
す
る
た
め
の
課
題
や
今
後
注
目

し
た
い
生
物
の
種
類
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

期
日
▼
３
月
24
日（
土
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
▼
東
海
村
研
究
交
流
プ
ラ
ザ

定
員
▼
先
着
２
０
０
人

内
容
▼
テ
ー
マ
…「
東
海
村
に
お
け
る
生

き
物
た
ち
の
現
状
～「
東
海
村
動
植
物

生
態
系
調
査
」か
ら
見
え
た
も
の
～
」　

講
師
…
川
島
省
二
さ
ん（
東
海
村
動
植

「
ど
ー
す
る
？
ど
ー
な
る
？
よ
く
分

か
る
！
生
物
多
様
性
講
座
」を
開
催

物
生
態
系
調
査
検
討
委
員
会
代
表
）

受
講
料
▼
無
料

３
月
21
日（
水
）ま
で（
土･

日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）に
、
環
境
政
策
課
環
境
保

全
担
当（
内
線
１
４
５
１
）へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

水
戸
財
務
事
務
所
で
は
、
多
重
債
務
に

陥
っ
て
し
ま
っ
た
方
か
ら
の
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。
状
況
を
伺
い
、
債
務
の
整
理

方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
必
要
に
応
じ
法

律
の
専
門
家
へ
の
引
き
継
ぎ
も
行
い
ま

多
重
債
務
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す

東
石
川
２
‐
１
０
‐
１
）、
茨
城
県
行

政
情
報
セ
ン
タ
ー（
県
庁
３
階
）、
茨
城

県
港
湾
課（
県
庁
20
階
）

意
見
書
提
出
・

縦
覧
場
所
備
え
付
け
の

様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
５
月

９
日（
水
）ま
で
に
、
持
参（
土･

日
曜
日
、

祝
日
を
除
く	

午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
）ま
た
は
郵
送（
必
着
）で
、
茨

城
県
港
湾
課（
〒
３
１
０
‐
８
５
５
５	

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
‐
６	

☎
301
局

４
５
３
０
）へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

費
用
の
助
成
期
間
を
延
長
し
ま
す

　

村
で
は
、
子
宮
頸け

い

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
全
額
公
費
負
担
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
昨
年
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
は
全
国
的
に
不
足
し
た
た
め
、
一
部

の
対
象
者
が
期
間
内
に
接
種
完
了
で
き
な

い
こ
と
を
想
定
し
、
助
成
期
間（
東
海
村

法
定
外
予
防
接
種
予
診
票
兼
受
診
券
の
有

効
期
限
）を
延
長
し
ま
す
。

期
間
▼
平
成
25
年
３
月
30
日（
土
）ま
で

対
象
▼
平
成
８
年
４
月
２
日
～
平
成
９
年

４
月
１
日
生
ま
れ（
中
学
３
年
生
）の
方

医
療
機
関
▼
石
井
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
尾
形
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
久
慈
こ
ど
も

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
村
立
東
海
病
院
、
東
海

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
東
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
武

藤
小
児
ク
リ
ニ
ッ
ク

…申し込み　 …問い合わせ　 …ファクシミリ　 …ホームページ　 …電子メール

　

生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
は
小
児
ま
ひ
に
対

す
る
免
疫
を
つ
く
る
も
の
で
、
２
回
の
投

与
が
必
要
で
す
。

期
日
▼
３
月
28
日（
水
）･

29
日（
木
）※
い

ず
れ
か
の
期
日
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

経
口
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
投
与

を
受
け
ま
し
ょ
う

麻
疹
・
風
疹
混
合
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

感
染
力
が
強
く
、症
状
の
重
い
麻ま

し

ん疹（
は

し
か
）は
、
予
防
接
種
で
感
染
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
２
回
接
種
す
る

こ
と
で
免
疫
効
果
を
強
く
、
確
実
に
で
き

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
対
象

者
で
、
ま
だ
接
種
を
し
て
い
な
い
方
は
、

早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
▼
第
１
期
…
１
歳
児　

第
２
期
…
平

成
17
年
４
月
２
日
～
平
成
18
年
４
月
１

日
生
ま
れ（
就
学
１
年
前
）　

第
３
期
…

平
成
10
年
４
月
２
日
～
平
成
11
年
４
月

１
日
生
ま
れ（
中
学
１
年
生
）　

第
４
期

…
平
成
５
年
４
月
２
日
～
平
成
６
年
４

月
１
日
生
ま
れ（
高
校
３
年
生
相
当
）

費
用
▼
無
料

そ
の
他
▼
転
入
等
で
予
診
票
が
な
い
方
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

健
康･

医
療

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
健
康
体
操
教

室
の
ご
案
内

【
中
国
式
健
康
体
操
教
室
】

　

ゆ
っ
た
り
と
し
た
中
国
風
の
音
楽
に
合

わ
せ
て
、
ゆ
っ
く
り
呼
吸
を
し
な
が
ら
、

ス
ト
レ
ッ
チ
や
関
節･

筋
力
の
強
化
を
図

る
健
康
体
操
で
す
。

期
日
▼
４
月
９
日･

23
日
、
５
月
14
日･

28

日
、
６
月
11
日･

25
日
、
７
月
９
日･

23

日
、
８
月
６
日･

27
日
、
９
月
10
日･

24

日（
全
て
月
曜
日	

全
12
回
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

対
象
等
▼
村
内
在
住
で
初
参
加
の
方（
先
着

30
人
）※
65
歳
以
上
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

参
加
費
▼
１
２
０
０
円
／
人（
初
回
に
徴
収
）

【
脳
骨
筋
健
康
体
操
教
室
】

　

脳
を
刺
激
し
、
活
性
化
さ
せ
な
が
ら
筋

力
ア
ッ
プ
を
図
る
健
康
体
操
で
す
。

期
日
▼
４
月
10
日･
17
日･
24
日
、
５
月
８

す
。
１
人
で
悩
ま
ず
、お
電
話
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

期
日
▼
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で（
祝
日

を
除
く
）

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

水
戸
財
務
事
務
所
多
重
債
務
相
談
窓
口

（
多
重
債
務
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル	

☎
221

局
３
１
９
０
）

時
間
▼
午
後
１
時
～
２
時

場
所
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
合
計
２
回
の
ワ
ク
チ
ン
投
与
が
済

ん
で
い
な
い
生
後
３
か
月
か
ら
７
歳
６

か
月
未
満
の
乳
幼
児
等（
投
与
の
間
隔

を
41
日
間
以
上
空
け
る
こ
と
）

費
用
▼
無
料

そ
の
他
▼
当
日
は
、
母
子
健
康
手
帳
と
予

診
票
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
※
転
入
等

で
予
診
票
が
な
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

地
域
福
祉
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
は
ー
と
ふ
る
」協
力
会
員
募
集

募 集
　

地
域
福
祉
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
は
ー

と
ふ
る
」で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
、
家
事
が
困
難
な
方
の
お
宅
を
訪
問

し
、
清
掃
や
食
事
づ
く
り
な
ど
の
生
活
支

援
活
動
や
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
で
の
見
守
り

活
動
な
ど
を
行
う
協
力

会
員
を
募
集
し
ま
す
。

・

東
海
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー「
え
が
お
」（
☎
283
局

４
５
３
８
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

福
祉

日･

15
日･

22
日
、
６
月
５
日･

12
日･

19

日
、
７
月
３
日･

10
日･

17
日･

31
日
、

８
月
７
日･

28
日
、
９
月
４
日･

11
日

･

18
日（
全
て
火
曜
日	

全
18
回
）

時
間
▼
Ａ
コ
ー
ス
…
午
前
９
時
30
分
～
10

時
30
分　

Ｂ
コ
ー
ス
…
午
前
11
時
～
正
午

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

対
象
等
▼
村
内
在
住
で
お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
方（
各
コ
ー
ス
先
着
40
人
）※
初
参

加
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

参
加
費
▼
１
８
０
０
円
／
人

【

・

】

　

３
月
13
日（
火
）
か
ら
22
日（
木
）
ま

で
に
、
高
齢
者
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局

４
３
０
０
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
▼
転
入
等
で
予
診
票
が
な
い
方
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）
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教
養･

ス
ポ
ー
ツ

少
年
少
女
合
唱
団
で
は
、
30
周
年
記
念

演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
小

学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の

団
員
が
奏
で
る
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
３
月
25
日（
日
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
開
演（
午
後
１
時

開
場
）

場
所
▼
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
第
１
ス
テ
ー
ジ
…
合
唱
組
曲「
駿

河
の
う
た
」　

第
２
ス
テ
ー
ジ
…
合
唱

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
ふ
し
ぎ
の
国
の
ア
リ

ス
」　

第
３
ス
テ
ー
ジ
…
ギ
タ
ー
と
と

も
に「
あ
り
が
と
う
」「
ふ
る
さ
と
」ほ
か

入
場
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
30
周
年
を
記
念
し
て
、
オ
ペ
ラ

歌
手･
山
田
裕
美
さ
ん
の
特
別
出
演
や

東
海
村
童
謡
を
唄
う
会「
ゆ
り
か
ご
」の

皆
さ
ん
と
の
合
唱
が
あ
り
ま
す
。

社
会
教
育
課
文
化･
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担

当（
内
線
１
４
２
３
）

「
東
海
村
少
年
少
女
合
唱
団
」

30
周
年
記
念
演
奏
会
を
開
催

　

茨
城
大
学
で
は
、
社
会
人
向
け
の「
公

開
講
座
」と
学
生
向
け
の
正
規
の
授
業
に

社
会
人
が
参
加
す
る「
公
開
授
業
」を
開
催

し
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
度
に
開
講
す
る

茨
城
大
学「
公
開
講
座
」「
公
開
授
業
」

の
ご
案
内

期
日
▼
３
月
17
日（
土
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
▼
テ
ク
ノ
交
流
館
リ
コ
ッ
テ
ィ

対
象
▼
高
校
生
以
上
の
方

定
員
▼
先
着
30
人
程
度

演
題
▼「
個
性
あ
ふ
れ
る
原
子
た
ち
～
ウ

ラ
ン
と
超
ウ
ラ
ン
の
科
学
～
」

講
師
▼
芳
賀
芳
範
さ
ん（
日
本
原
子
力

研
究
開
発
機
構
先
端
基
礎
研
究
セ
ン

タ
ー
）

参
加
費
▼
無
料

・

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
地
域

交
流
課（
☎
282
局
３
４
７
０
）へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

「
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
in
リ
コ
ッ

テ
ィ
」を
開
催

認
知
症
の
家
族
を
介
護
し
て
い
る

方
の
交
流
会「
つ
ど
い｣

の
ご
案
内

　

公
益
社
団
法
人
認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
で
は
、
認
知
症
の
家
族
を
抱
え
る
介
護

者
同
士
が
懇
談
し
、
交
流
す
る｢

つ
ど
い
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

期
日
▼
第
２
金
曜
日

時
間
▼
午
後
１
時
～
３
時

場
所
▼
水
戸
合
同
庁
舎（
水
戸
市
柵
町
１

‐
３
‐
１
）

対
象
▼
認
知
症
の
家
族
を
介
護
し
て
い
る

方	

※
在
宅･

施
設
介
護
な
ど
、
介
護
の

方
法
は
問
い
ま
せ
ん
。

費
用
▼
無
料

そ
の
他
▼
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

正
午
～
午
後
４
時
に
、
電
話
相
談（
☎

０
２
９
‐
８
７
９
‐
０
０
１
８
）を

行
っ
て
い
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
茨
城
県
支
部（
☎
０
２
９
‐
８
７
９

‐
０
８
０
８
）

募 集

「
Ｍ
Ｏ
Ｖ（
モ
ー
ヴ
）」会
員
募
集

　

子
育
て
中
の
母
親
の
皆
さ
ん
、
タ
ヒ
チ

ア
ン
ダ
ン
ス
を
一
緒
に
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

活
動
日
▼
毎
週
木
曜
日

時
間
▼
午
前
11
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

場
所
▼
村
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
未
就
学
児（
首
が
据
わ
っ
て
い
る

乳
児
か
ら
）の
母
親

会
費
▼
７
０
０
円
／
回

そ
の
他
▼
保
育
サ
ー
ビ
ス（
１
０
０
０
円

／
月
）が
あ
り
ま
す
。

・

豊
島
美
咲
さ
ん（
☎
０
９
０
‐

５
８
７
１
‐
１
６
１
０
）

募 集

か
な
書
道
自
主
グ
ル
ー
プ

「
竹
山
会
」会
員
募
集

　

か
な
書
道
を
通
し
て
、
み
や
び
な
世
界

を
一
緒
に
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

活
動
日
▼
第
１･

３
金
曜
日

時
間
▼
午
後
６
時
～
９
時

場
所
▼
中
央
公
民
館

講
師
▼
冨
永
竹ち

く
ざ
ん山
さ
ん（
藍ら

ん
じ
ゅ
ん筍
会
常
任
理
事
）

会
費
▼
２
０
０
０
円
／
月

・

河か
さ
い西
淳
子
さ
ん（
☎
287
局
０
１
３
９
）

募 集

「
東
海
ダ
ン
ス
同
好
会
」会
員

募
集

　

社
交
ダ
ン
ス
を
楽
し
く
踊
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

活
動
日
▼
毎
週
火
曜
日

　
“
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
文
化
”を
広
め
よ
う

と
活
動
し
て
い
る「
劇
団
と
み
か
る
」で

は
、
ダ
ン
ス
や
歌
を
中
心
と
し
た
発
表
会

劇
団
と
み
か
る｢

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

ま
つ
り
２
０
１
２
in
絆
」を
開
催

講
座
の
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
案
内

を
無
料
で
郵
送
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
茨
城
大
学
生
涯
学
習

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

・

茨
城
大
学
生
涯
学
習
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー（
☎
228
局
８
４
１
３	

hhttp://shougai.adm
b.ibaraki.

ac.jp/

）

“
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ま
つ
り
”を
開
催
し
ま
す
。

期
日
▼
３
月
24
日（
土
）

時
間
▼
午
後
４
時
30
分
開
演（
午
後
４
時

開
場
）

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

入
場
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
未
就
学
児
の
入
場
も
可
能
で
す
。

劇
団
と
み
か
る（
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

内	

☎
282
局
８
５
１
１
）
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茨
城
町
●
涸
沼
自
然
公
園
キ
ャ

ン
プ
場

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

涸
沼
の
ほ
と
り
の
自
然
を
丸
ご
と
ア
ウ

ト
ド
ア
施
設
に
し
た
公
園
で
す
。
34･

５

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
さ
の
中
に
は
、
テ
ン
ト

サ
イ
ト
や
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
涸
沼
を

一
望
で
き
る「
太
陽
の
広
場
」、
渓
流
の
あ

る「
せ
せ
ら
ぎ
広
場
」等
が
あ
り
、
自
然
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
期
間
▼
４
月
25
日（
水
）
～
10
月
31

日（
水
）

利
用
料
▼
①
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
…
１
区
画

５
０
０
０
円　

②
テ
ン
ト
サ
イ
ト
…
テ

ン
ト
１
張
り
２
０
０
０
円
、
タ
ー
プ
１

張
り
１
０
０
０
円　

③
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

炉
…
１
炉
１
５
０
０
円　

④
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
の
み（
道
具
持
ち
込
み
）…
１
人

１
０
０
円（
５
歳
以
上
）　

※
別
途
、
人

員
割
使
用
料（
２
０
０
円
／
人
、
小
人

（
５
歳
～
15
歳
）１
０
０
円
／
人
）が
掛

か
り
ま
す
。

涸
沼
自
然
公
園
管
理
事
務
所（
☎
293
局

７
４
４
１
）、
茨
城
町
地
域
産
業
課（
☎

292
局
１
１
１
１
）

受
験
資
格
▼
昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
、
学
校

教
育
法
に
よ
る
大

学（
短
期
大
学
を
除

く
）
を
卒
業
し
た

方
、
も
し
く
は
平

成
25
年
３
月
31
日

ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
方
ま
た
は
人

事
委
員
会
が
同
等

と
認
め
る
方	
※
下

表
の
身
体
基
準
を

満
た
す
方
に
限
り

ま
す
。

募
集
人
員
▼
男
性
警
察
官
Ａ
…
87
人
程
度

女
性
警
察
官
Ａ
…
18
人
程
度

第
１
次
試
験
▼
５
月
13
日（
日
）に
、
教
養

試
験･

論
文
試
験
を
行
い
ま
す
。
※
第

２
次
試
験
の
日
時
等
は
、
第
１
次
試
験

合
格
者
に
連
絡
し
ま
す
。

・

４
月
18
日（
水
）ま
で
に
、
茨
城
県

警
察
本
部（
水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
‐

６	

☎
０
１
２
０
‐

３
１
４
０
５
８	

http://w
w
w
.pref.

男
性
身長160cm以上、
体重47kg以上

両眼とも裸眼視力0.6
以上または矯正視力
1.0以上、職務遂行に
支障がない色覚と身
体的状態であること

女
性
身長150cm以上、
体重43kg以上

国
税
専
門
官
募
集

募 集受
験
資
格
▼
①
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

②
平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、
大
学
を
卒
業
し
た（
平
成
25
年
３

月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

ま
た
は
人
事
院
が
大
学
卒
業
と
同
等
と

認
め
る
―
―
の
い
ず
れ
か
の
方

試
験
日
▼
第
１
次
試
験
…
６
月
10
日（
日
）	

第
２
次
試
験（
第
１
次
試
験
合
格
者
の

み
）…
７
月
17
日（
火
）～
24
日（
火
）の

指
定
さ
れ
た
１
日

試
験
の
程
度
▼
大
学
卒
業
程
度

４
月
２
日（
月
）か
ら
12
日（
木
）ま
で

に
、
原
則
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

み
専
用
ア
ド
レ
ス（http://w

w
w
.jinji-

shiken.go.jp/juken.htm
l

）へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
※
▽
４
月
２
日
は
午
前

９
時
か
ら
と
な
り
ま
す
。
▽
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
以
外
の
申
し
込
み
方
法
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

太
田
税
務
署
総
務
課（
☎
０
２
９
４
‐

７
２
‐
２
１
７
１	

※
自
動
音
声
案
内

に
従
い
、「
２
」番
を
選
択
し
て
く
だ

さ
い
。）、
関
東
信
越
国
税
局
人
事
第

総
合
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー「
ひ
ぬ
ま

荘
」の
土
地
・
建
物
を
売
却
し
ま
す

　

水
戸
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
で

は
、
昨
年
９
月
に
閉
館
し
た
総
合
老
人
保

ibaraki.jp/kenkei/

）ま
た
は
ひ
た
ち

な
か
西
警
察
署（
☎
272
局
０
１
１
０
）を

は
じ
め
と
す
る
県
内
の
警
察
署
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
の
申
し
込
み
は
、
茨
城
県
警
察
本

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

健
セ
ン
タ
ー「
ひ
ぬ
ま
荘
」の
土
地･

建
物

を
一
般
競
争
入
札
で
売
却
し
ま
す
。

入
札
期
限
▼
３
月
30
日（
金
）ま
で

水
戸
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

（
☎
293
局
８
９
３
９
）

募 集

「
古
文
書
を
学
ぶ
会
」会
員
募
集

　

村
内
の
旧
家
に
保
存
さ
れ
て
い
る
古
文

書
を
一
緒
に
読
み
解
き
ま
せ
ん
か
。

活
動
日
▼
第
１･

３
土
曜
日（
４
月
か
ら
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
▼
中
央
公
民
館

定
員
▼
50
人

講
師
▼
佐
久
間
好
雄
さ
ん（
茨
城
工
業
高

等
専
門
学
校
名
誉
教
授
）

会
費
▼
１
５
０
０
円
／
月

・

３
月
31
日（
土
）ま
で
に
、
は
が
き

に
住
所･

氏
名･

年
齢･

電
話
番
号
を
明

記
の
上
、
照
沼
秀
男
さ
ん（
〒
３
１
９
‐

１
１
１
６	

舟
石
川
駅
西
４
‐
１
‐
１
０	

☎

283
局
０
９
６
６
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

二
課
試
験
係（
☎
０
４
８
‐
６
０
０
‐

３
１
１
１
）、
人
事
院
人
材
局
試
験
課

（
☎
０
３
‐
３
５
８
１
‐
５
３
１
１	

イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
の
み
）

時
間
▼
午
後
７
時
～
９
時

場
所
▼
中
央
公
民
館

講
師
▼
高
野
弘
さ
ん･

菊
江
さ
ん（
ア
マ

チ
ュ
ア
ダ
ン
ス
協
会
認
定
指
導
者
）

会
費
▼
１
５
０
０
円
／
月

・

小
田
部
政
光
さ
ん（
☎
295
局
３
１
７
０
）

茨
城
県
警
察
官
募
集

募 集
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編
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９
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９
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丁
目
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１
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大
富
印
刷（
株
）

広
報 

と
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か
い　
３
月
10
日
号

〈東海村公式ホームページ〉　　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

「広報とうかい」は、環境に配慮して「大豆インキ」と「古紙パルプ配合率100％再生紙」を使用しています。

貴た

か

と翔（
４
歳
）が
誕
生
し
た
時
は
、
と
に

か
く
か
わ
い
く
て
、
子
育
て
の
大
変
さ
な

ど
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
翌
年
、
悠ゆ

う

が雅（
３
歳
）が
誕
生
し
て
か
ら

は
状
況
が
一
変
。
寝
て
も
す
ぐ
起
き
て
し

ま
う
悠
雅
と
、
ま
だ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
う
ま
く
と
れ
な
い
甘
え
た
い
盛
り
の
貴

翔
を
１
人
で
相
手
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
実
家
が
遠
く
、
引
っ
越
し
て

き
た
ば
か
り
で
周
囲
に
頼
れ
る
人
も
い
な

い
…
寝
不
足
と
ス
ト
レ
ス
で
私
は
切
羽
詰

ま
っ
て
い
ま
し
た
。ど
ん
な
に
寝
不
足
で
も
、

家
で
一日
中
子
ど
も
と
だ
け
過
ご
す
こ
と
は

で
き
ず
、
毎
日
の
よ
う
に
長
堀
す
こ
や
か

ハ
ウ
ス
や
児
童
セ
ン
タ
ー
、
保
育
園
の
サ
ー

ク
ル
に
出
掛
け
ま
し
た
。
先
生
に
悩
み
を

相
談
し
た
り
、
お
母
さ
ん
た
ち
と
話
し
た

り
す
る
こ
と
で
本
当
に
救
わ
れ
ま
し
た
。

２
人
を
世
話
し
て
い
る
と
、
慌
た
だ
し

く
、
き
ち
ん
と
子
育
て
が
で
き
て
い
る
の

か
と
て
も
不
安
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

必
要
以
上
に
子
ど
も
を
叱
っ
て
し
ま
っ
た

後
は
、
駄
目
な
母
親
だ
と
落
ち
込
む
こ
と

も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
を
一
番

身
近
で
見
て
い
る
夫
は「
お
疲
れ
さ
ま
、
マ

マ
が
ん
ば
っ
て
い
る
よ
」と
私
を
励
ま
し
、

私
が
満
た
し
て
あ
げ
ら
れ
な
い
子
ど
も
の

要
求
に
応
え
な
が
ら
、
子
育
て
や
家
事
な

ど
、
何
で
も
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
中
で
育
っ
た
貴
翔
は
、
し
っ
か

り
者
で
気
配
り
が
で
き
る
優
し
い
子
に
な

り
ま
し
た
。
悠
雅
は
次
男
ら
し
く
や
ん

ち
ゃ
で
す
が
、
負
け
ず
嫌
い
の
せ
い
か
成

長
も
早
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が「
お
母

さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
」と
花
を
摘
ん
で
く

れ
た
り
、「
お
母
さ
ん
大
好
き
。大
き
く
な
っ

た
ら
お
母
さ
ん
と
結
婚
す
る
！
」と
満
面

の
笑
み
で
言
っ
て
く
れ
た
り
す
る
と
、
あ

の
つ
ら
い
日
々
も
懐
か
し
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
３
人
目
の
麻ま

り

あ

里
愛（
４
か
月
）が

誕
生
―
―
お
と
な
し
く
て
手
の
掛
か
ら
な

い
わ
が
家
の
癒
や
し
の
ア
イ
ド
ル
で
す
。

今
は
ド
タ
バ
タ
の
毎
日
で
す
が
、
私

の
と
こ
ろ
に
来
て
く
れ
た
３
人
の
子
ど

も
た
ち
に
あ
り
が
と
う
と
言
い
た
い
で

す
。
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
見
つ
け
、

こ
れ
か
ら
先
、
ど
ん
な
逆
境
に
遭
っ
て

も
、
生
き
抜
い
て
い
け
る
た
く
ま
し
い
子

に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
と
と
も
に
、
私

も
子
ど
も
と
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
私
が
子
育
て
で
つ
ら
い
思
い

を
し
て
も
、
３
人
の
子
ど
も
を
産
も
う

と
思
え
た
の
は
、
私
た
ち
夫
婦
の
家
族

の
協
力
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

家
事
援
助
や
村
の
充
実
し
た
子
育
て
支

援
制
度
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

わ
が
家
の

子
育
て
奮
戦
記
●
表
紙
の[

ひ
と]

新あ

ら

い井

ま

き
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March広報とうかい

村民の叡智が生きるまちづくり

●東海村とひたちなか市が連携………２

「可燃ごみ処理」
「消防･救急業務」の
広域運営が始まります
●新校舎の設計者が決定しました………４

新しい東海中学校の建設に向けて
●監査委員を紹介します………６

●デマンドタクシーの料金体系等を変更します………６

●いんふぉめーしょん………12

農振除外の申請を受け付けます、
子宮頸がん予防ワクチン接種費用の
助成期間を延長しますほか
●わが家の子育て奮戦記………16

［白方中央］新井まきさん･貴翔くん･悠雅くん･麻里愛ちゃん

Contents ［３月の主な話題］

撮影地／下の内子どもの遊び場（村松北）

「広報とうかい」は、環境に配慮して「植物油インキ」と「古紙パルプ配合率100％再生紙」を使用しています。

夢は…。“小説家”
中丸小学校５年●久

く ぼ

保理
り お

央
　私の将来の夢は、小説家になることです。
　私は、４年生のころにすてきな本に出会いました。
それは「デルトラ･クエスト」という本です。
　この本を読んで私は、主人公が、冒険をする中で、
仲間と協力しながらさまざまな困難を乗り越え、平和
を取り戻すところに感動しました。特に、主人公が知
恵を働かせて、敵を倒すところは、「すごいなあ」と思
い、続きが早く読みたくて、ページをめくる手が止ま
りませんでした。私もこのようなわくわくする小説を
書きたいと思っています。
　今は、まだ小説を書いたことはありません。けれど
も、小説家になるための第一歩だと考えて、たくさん
の本を読んでいます。これからも、たくさん本を読ん
で、続きが早く読みたくなるような話を書ける小説家
になりたいです。

ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-132

ちびっこ
美術館

●
くん植

う え だ

田光
ひ か る

翔
“サッカー”

　サッカーをしているところを描い
てくれたのは光翔くん（６歳）。サッ
カーが好きで、週に１回、サッカーク
ラブの練習にも行っているそう。「小
学校に行ってもサッカーするよ！」と
元気いっぱい話してくれました。

石　神
幼稚園


